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ベンソジアゼピン系、中医協支払側委員が制限要望ー抗

不安・睡眠薬「65%が精神科以外で処方」

提供元： CBnews 工呈 l ツィート 公開日： 2017/10/25 

医療機関で処方された抗不安薬・睡眠薬の約65%が、精神科で ・~
•71 ない一般の診療所・病院で出されていた一。中央社会保険医療協

議会（中医協）が18日に開いた総会で、支払側の幸野庄司委員

（健康保険組合連合会理事）が、このような調査結果を示した。 1

種類の処方の上位20位のうち17種類が依存性のリスクが指摘され

：いるベンゾジアゼピン系だったことを挙げ、依存症の発生防止

のため、処方を制限する必要性を訴えた。

写真＝ベンゾジアゼピン系の処方制限を訴えた幸野委員＝写真中央= (18日、厚労省）

幸野委員によると、調査対象は2014年10月から16年9月までの医科外来・調剤レセプ

トの企業健保のデータ (1億6000万件）。このうち抗不安薬可垂眠薬のみが少なくとも1

種類以上処方されているレセプトが530万件 (3%)あった。

これを調べたところ、精神科を標榜している医療機関は約35%で、残りの約65%が精

神科ではない一般の診療所・病院だった。 3種類が処方されているケースでは、上位15位

tでがすべてベンゾジアゼピン系の組み合わせで占められていた。

この日の総会で、幸野委員は「このまま向精神薬の処方を制限しないと依存症がかなり

発生するのではないか」といった懸念を示し、1種類の処方であっても「処方日数に、あ

l . る饂の制限をかけていくべき」などと提案した。今回の調査結果を踏まえ、今後、健保

|連が提言を出す方針も明らかにした。

この提案に対し、診療側の委員からは「今求められているのは、総合的な診療能力を持

つ医師。内科医がそういった薬を出すことはおかしいという方向性は違っている」といっ

た意見が出た。

厚生労働省は、ベンゾジアゼピンが抗不安薬と睡眠薬の両方に含まれていることや、依

存性を考慮し、薬剤数や処方期間などの取り扱いの見直しも視野に入れている。来年度の
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診療報酬改定で、どこまで踏み込めるかが焦点となりそうだ。

I (2017年10月18日新井哉 ・CBnews)
ー

i 医疫介譲ニュースはこから 、、 I 

e
 日掲載内容はケアネットの見解を述べるものではございません。 （すべての写真・図表等の無断転載を禁じます。）
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［最新ニュース］

悪性黒色腫の術後補助療法、ダブラフェニブ＋トラメチニブの第III相試験／

NEJM (2017/11/17) 

弁置換後の長期生存率、機械弁vs.生体弁/NEJM(2017/11/17) 

喘息のモノクローナ）且冗体治療に新星あらわる（解説：倉原優氏）一

764 (2017/11/17) 

白内障の高齢女性、手術施行で死亡リスク低下 (2017/11/17)

ワルファリン使用者がん罹患率が2割低い (2017/11/17)

T790M陽性NSCLC患者におけるアファチニブ・オシメルチニブ逐次治療の成

績/WCLC2017(2017/11/17) 

米国で未診断の糖尿病患者の割合が減少 (2017/11/17)

［あわせて読みたい］

• Dr. 林の笑劇的救急問答13<上巻>(2017/10/07) 

• 国立国際医療研究センター総合診療科presents 内科インテンシブレビュー2・・・ (2017/09/07)

• Dr. 大山のがんレク！すべての医療者に捧ぐがん種別薬物療法講義（上巻） (2017/09/07) 
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